
５ 固体の溶解度…（溶媒１００グラムに溶解する溶質のグラム数） できた溶液・・・飽和溶液

（各物質が水にどれくらい溶けるかを表わすデータ)

≪溶解度曲線≫

〔溶解度〕

Ａ．（溶質ごとに決まった値がある ）

Ｂ．（一般に溶媒の温度が高いほど大きくなる ）

Ｃ．溶解度ａ の意味

溶媒 ・・・ １００ ｇ

溶質 ・・・ ａ ｇ

飽和溶液 ・・・（ １００＋ａ）ｇ

ポイント

どんな量あっても、飽和溶液なら

溶質の割合

（ａ／１００＋ａ）は一定

≪飽和溶液を冷却する≫

８０℃の溶解度をｂ、２０℃の溶解度をａとして

８０℃の飽和溶液を２０℃まで冷却すると

８０℃…水１００ｇに溶質がｂ(ｇ)溶ける

２０℃…水１００ｇに溶質がａ(ｇ)溶ける

冷却すると、

水１００ｇにつき、(ｂ－ａ)ｇが析出する

（例題１）７０℃の水２００ｇに硝酸カリウム６０ｇを溶かした溶液がある。この溶液を冷やしていく

と何℃で結晶が析出するか。上の溶解度曲線を参照して答えよ。

水１００ｇ中には３０ｇ溶けている。

つまり、溶解度が３０になる温度で結晶が析出する。溶解度曲線から、その温度は２０℃

（例題２）６０℃の硝酸カリウムの飽和溶液が１００ｇ中には、硝酸カリウムの結晶は何ｇ溶けてい

るか。６０℃での硝酸カリウムの溶解度を１１０とする。

溶けている結晶をｘ（ｇ）とする。どんな量あっても飽和溶液の溶質の割合は一定だから

ｘ／１００ ＝ １１０／（１００＋１１０） これを解いて、ｘ＝５２．４ｇ

Ｎ.Ｏ.２３

（例題３）塩化カリウムの溶解度は８０℃では５０、１０℃では３０である。

(１) ８０℃の水１５０ｇに塩化カリウムを溶かし飽和させた。これを１０℃に冷却すると何ｇの

結晶が析出するか。

(解法１) （解法２）

水１００ｇにつき５０－３０＝２０ｇの結晶が析出 ８０℃の水１５０ｇに溶ける溶質は７５ｇ

したがって、飽和溶液は２２５ｇ できる。

水１５０ｇでは、 析出量をｘ（ｇ）とすると

２０×１５０／１００＝３０ｇが析出する 飽和溶液の溶質の割合は一定だから

（７５－ｘ）／（２２５－ｘ）＝３０／（１００＋３０）

これを解いて ｘ＝３０ｇ

(２) ８０℃の塩化カリウムの飽和溶液３００ｇを１０℃に冷却すると何ｇの結晶が析出するか。

飽和溶液３００ｇ中の溶質の重さをｘ（ｇ）とすると、飽和溶液の溶質の割合から、

ｘ／３００＝５０／（１００＋５０） これを解いて、ｘ＝１００ｇ

析出する結晶の重さをｙ（ｇ）とすると、やはり、飽和溶液の溶質の割合から、

（１００－ｙ）／（３００－ｙ）＝３０／（１００＋３０） これを解いて、ｙ＝４０ｇ

(３) ８０℃の塩化カリウムの飽和溶液１００ｇから、温度を変えずに、水を２０ｇ蒸発させた。

何ｇの結晶が析出するか。

(解法１) （解法２）

飽和溶液１００ｇ中の溶質をｘ（ｇ）とすると、

水２０ｇに溶けていた結晶が析出する。 ｘ／１００＝５０／（１００＋５０） ｘ＝３３．３ｇ

溶解度から水１００には５０ｇ溶けているから、

析出量は１０ｇ 析出する結晶の重さをｙ（ｇ）とすると、

（３３．３－ｙ）／（１００－２０－ｙ）

＝5０／（１００＋5０）

これを解いて、ｘ＝９．９５ 四捨五入して１０ｇ

≪水和物の溶解度≫ 水和物とは・・・結晶中に水分子を一定の割合で含んでいる物質

（例）硫酸銅(Ⅱ)五水和物 ＣｕＳＯ４・５Ｈ２Ｏ ← 水和水 溶かす時は溶媒になる

析出する時は溶媒が減る

式量は １６０ ９０ 合計は ２５０

水和物がＡグラムあるとき、（１６０／２５０）×Ａ グラムが溶質、（９０／２５０）×Ａ グラムが水和水

（例題４）硫酸銅（Ⅱ）五水和物は、２０℃の水２００ｇに何グラム溶けるか。

ただし、硫酸銅(Ⅱ)の２０℃での溶解度は２０とする。

溶ける量をｘ（ｇ）とする。その中の溶質は（１６０/２５０）×ｘ グラムとなる。

飽和溶液の溶質の割合から、

（１６０/２５０）×ｘ ／（２００＋ｘ） ＝２０／（１００＋２０） これを解いて、ｘ＝７０.４ｇ
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